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Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）　　　　　　　　　　　　　　 商品形態商品形態

A1953A1953 121系 前面警戒色 4両セット

実車紹介実車紹介

編成図編成図

商品概要商品概要

付属品付属品

オプションオプション

予価：￥27,500（本体価格￥25,000）

対象年齢14歳以上

室内灯室内灯 カプラーカプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

行先シール

株式会社　マイクロエース株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
本資料の改変、写真およびイラストの複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

　1987年の国鉄分割民営化を控え、経営基盤の弱い四国・九州・北海道に向けて数多くの新形式車両が導入されまし
た。121系はこの時製造された形式のひとつで、高松地区電化開業に際して導入された四国初の国鉄型電車です。車体
は205系や211系に準じたステンレス製で、前面は207系900番代に類似した当時流行の窓回りブラックフェイスに貫通扉
の組み合わせ、側面は211系に似た片側3扉ですが裾絞りや側面方向幕は無く、客室窓は採光を考慮した大型の一段
上昇窓が採用されています。車内はセミクロスシートで、座席の赤いモケットと壁のアイボリーのデコラにより明るい雰囲気と
なりました。下回りは105系の設計を基にした1M制御で、廃車発生品や予備品が活用されています。2両1編成で、単独
または2本連結した4両編成で運用されます。当初はピンク色の帯がラインカラーとして貼られましたが、分割民営化後にスカ
イブルーの帯に貼り替えられました。その後、小断面トンネル対応パンタへの変更、床下グレー化、客室扉開閉スイッチの取り
付け、ワンマン化工事を経て、2016年から全車が7200系に改造されました。
　1993年の短い期間に、踏切事故対策として車両の前面に赤色の警戒色が貼られました。これは121系A9編成の他キハ
58・65、キハ40、キハ54、1000形など各形式1～2両ずつで試行されましたが、いずれも元の水色帯に復元されています。

動力車

● A1951 121系青帯・床下黒（2016年11月出荷）のバリエーション商品
● 1990年代前半、水色帯・床下黒・パンタグラフ変更後の121系過渡期の姿を再現したセット
● クモハ121-9＋クハ120-9（A9編成）は赤い前面警戒色が試行された姿をNゲージ初製品化
　　動力はクモハ121-9に設定し、この2両で単独走行可能
● クモハ121-1＋クハ120-1（A1編成）は前面帯が水色の一般的な姿
　　クモハ121-1はトレーラー車。立体的に彫刻されたトレーラー用床下部品を新規作成
● 車両により位置が異なる車番を実車に則して印刷
● 車体の銀色塗装は、輝きの鈍い銀（窓回り）、輝きの強い銀（幕板・腰板）およびドア周囲の縁取り
　　の3色により実車のイメージを再現
● 発売予定のA0018 213系、A1655・A1656 クロ212と共にお楽しみいただけます
※ 部品共用のため一部実車と異なる部分があります

ヘッドライト・テールライト
前面表示器点灯

マイクロカプラー密連・黒
（F0001）幅広室内灯（G0001/G0002/G0003/G0004）
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